
　

弊
社
は
、
昭
和
62
年
に
設
立

し
、
現
在
は
13
人
の
従
業
員
と

と
も
に
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、自
主
放
送
事
業
を
主
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

事
業
で
は
、
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
よ
り
豊
か
で

高
品
質
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自

主
放
送
事
業
で
は
、
大
洲
市
内

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
住
民
に
と
っ

て
重
要
な
災
害
情
報
、
市
議
会

の
様
子
な
ど
を
発
信
し
て
い
ま

す
。

　

　

情
報
は
、
道
路
と
同
様
に
地

域
に
と
っ
て
大
切
な
イ
ン
フ
ラ

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
い
か
に
う
ま
く
伝
え
る
か

が
重
要
で
、
弊
社
が
追
及
す
る

目
的
の
一
つ
で
す
。

　

情
報
の
伝
達
方
法
は
、
年
々

進
化
し
続
け
て
い
ま
す
が
、
そ

の
反
面
、
変
化
に
対
応
し
き
れ

て
い
な
い
高
齢
者
が
多
く
い
ま

す
。
そ
の
変
化
に
き
ち
ん
と
対

応
し
て
い
く
た
め
に
も
、
行
政

と
も
連
携
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
向

上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

情
報
を
扱
う
こ
と
は
、
大
変

や
り
が
い
の
あ
る
こ
と
で
す
が
、

重
大
な
責
任
を
担
っ
て
い
る
こ

と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
、
地
域
の
情
報
を
守

り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
望
む

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

【がんばる市内企業の事業活動や事業展開を紹介します】

株式会社
ケーブルネットワーク西瀬戸 

～地域が望むサービスを目指して～

◇所在地　大洲市徳森
◇電　話　25－0212

野　鳥
ハシブトガラス
（嘴太烏）
スズメ目　カラス科
大きさ56.5㎝

　童謡にも歌われた澄んだ鳴き声のカラスですが、
特徴は分厚いくちばし（ハシブトと言われる由縁）
と、でっぱったおでこです。優しいイメージは遠い
過去のことで、経済活動が盛んになるにつれ、害
鳥扱いにされるようになりました。とても利口な
鳥で、体の大きさに対する脳の体積は犬よりも大
きく、目は人と比べて 8倍も見えているので、空
から眺めると、人間様のおこぼれを頂戴すること
くらい、朝飯前と言うところでしょうか。人類が
繁栄し、そこで共存する手段を覚えた生き物たち
は、大量に繁殖してきたのですが、多くなり過ぎ
た数をコントロールできるようになれば、ノーベ
ル賞ものだと思います。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

が
ん
ば
る
大
洲
企
業

文化財

広
ひろ

常
つね

のタブノキ
大洲市指定天然記念物
個人所有

　肱川町大谷の広常地区にある本樹は、樹高約15
ｍ、根回り 9 ｍ、目通り周４.４ｍで、幹は地上1.６ｍ
のところから 8 つに分かれ、樹齢は約４00年と推定
されています。根元には七

なな

者
しゃ

権
ごん

現
げん

と呼ばれる小さ
な社

やしろ

があり、天正11年（1583）、�高尾城が土佐の長
ちょう

曽
そ

我
か

部
べ

氏の軍勢によって攻め落とされた際、ここ
まで落ち延びて切腹した７人の侍を祭ったものと
されています。このため地元では昔よりタブノキ
を切ると、たたりがあると言い伝えられています。
　バランスよく四方に伸びた枝が円形の樹冠を形
成していることから、市内のタブノキの中でも最
も美しいと言われています。

　（昭和４2年 7 月2４日指定）

シリーズ
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　¡
オラ
Hola!（オラ。／こんにちは。）

　今回は、ニカラグアの食について紹介します。
　ニカラグアには、日本の赤飯にそっくりな「ガジョピ
ント」という食べ物があります。その味は…「何だかパ
サパサしていて、ちょっと塩辛い」。最初はこうした違
和感がありましたが、今では私の好物の 1つです。
　味や食感が違うのは、お米の種類（日本のお米のよう
な粘り気がない）や、その調理方法に大きな原因がある
ようです。
　日本では赤飯を「炊き」ますが、ニカラグアでは油で
「炒め」ます。ガジョピントのレシピを紹介しますので、
ぜひお試しください。
　１．鍋にたっぷりと油を入れ、温める。
　２．鍋が十分に温まったら、刻んだ玉ねぎを炒める。
　３．ゆでた小豆を煮汁ごと加え、十分に沸騰させる。
　４．塩を入れ、味を付ける。
　５．炊いたお米を加え、かき混ぜながら炒める。

　「似ているようで違う」といえば、給食。日本では、
給食センターや各学校で作られるのが一般的ですが、
ニカラグアでは保護者が給食を作ります。愛情の詰ま
った給食を前に、みんなとてもうれしそうでした。
（左の写真）
　いつか、私の方からニカラグアの人々に日本の料理
を紹介したいです。

JICA
ニカラグア通信�Vol.₃ 青年海外協力隊 山口　哲

さと
史
し

さん　

大好きな給食

お赤飯のようなガジョピント

大
洲
市
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
通
信

　

格
安
・
無
料
と
い
う
言
葉
か

ら
い
つ
の
ま
に
か
…
…

【
催
眠
商
法
っ
て
？
】

　
﹁
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
﹂
と

い
う
チ
ラ
シ
を
配
っ
た
り
、﹁
健

康
に
良
い
話
を
し
ま
す
﹂
と

い
っ
て
、
民
家
や
空
き
店
舗
な

ど
に
人
を
集
め
、
た
だ
同
然
で

日
用
品
を
配
っ
た
り
し
て
、
販

売
員
が
言
葉
巧
み
に
雰
囲
気
を

盛
り
上
げ
、
高
額
な
商
品
（
健

康
食
品
・
器
具
や
布
団
な
ど
）

を
売
り
つ
け
る
も
の
で
す
。

　

実
際
に
当
セ
ン
タ
ー
で
も
相

談
を
受
け
て
い
て
、
高
齢
者
か

ら
の
相
談
が
多
い
の
が
特
徴
で

す
。

【
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
】

▽ 

無
料
・
１
０
０
円
・
お
試
し

な
ど
の
お
得
感
を
あ
お
る
言

葉
に
は
要
注
意
！
安
易
に
出

向
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

▽ 

そ
の
場
の
雰
囲
気
に
流
さ
れ

ず
、
本
当
に
必
要
な
も
の
か

ど
う
か
、
冷
静
に
判
断
し
ま

し
ょ
う
。

　

催
眠
商
法
で
契
約
し
た
場

合
、
一
定
期
間
内
（
契
約
書
を

受
け
取
っ
た
日
を
含
め
て
８
日

間
）
で
あ
れ
ば
、ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
制
度
に
よ
り
解
約
で
き
ま

す
。
少
し
で
も
お
か
し
い
と
思

う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
早
め
に

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
商
工
観
光
課
内
）

☎
㉔
１
７
９
０
（
直
通
）

【
相
談
受
付
時
間
】

午
前
９
時
～
正
午

午
後
１
時
～
５
時

月
曜
日
～
金
曜
日

（
祝
祭
日
を
除
く
。）

★
セ
ン
タ
ー
ク
イ
ズ
★

　

平
成
23
年
度
の
１
年
間
で
当

セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談

件
数
は
？

①
83
件　

②
１
２
６
件

③
１
９
７
件

正
解
は
15
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

お赤飯のようなガジョピント
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おおずニュース

春　
の　

叙　

勲

瑞宝双光章 瑞宝双光章

　

高　

齢　

者　

叙　

勲

　

第
57
回
日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

で
表
彰
さ
れ
た
、
登の
ぼ
り尾お

正ま
さ

照て
る

さ
ん
（
大

洲
市
身
体
障
が
い
者
協
議
会
会
長
）
が

５
月
29
日（
火
）、
市
庁
舎
を
訪
れ
、
清

水
市
長
に
受
賞
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
長
年
、
障
が
い
の
あ
る
人

た
ち
の
福
祉
向
上
や
権
利
擁
護
の
た
め

に
、
尽
力
し
た
こ
と
に
つ
い
て
表
彰
さ

れ
た
も
の
で
す
。
愛
媛
県
下
で
は
、
登

尾
さ
ん
が
唯
一
の
受
賞
者
と
な
り
ま
す
。

　

市
庁
舎
を
訪
れ
た
登
尾
さ
ん
は﹁
昔
、

障
が
い
者
と
い
う
こ
と
で
一
般
の
人
た

ち
か
ら
の
視
線
は
怖
い
も
の
が
あ
っ
た

が
、
当
時
の
仕
事
場
の
社
長
か
ら
、
障

第
57
回
日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
で
表
彰

が
い
が
あ
る
こ
と
は
問
題
に
な
ら
な
い

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
、
何
よ
り
の
救
い

で
あ
っ
た
。
障
が
い
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
そ
の
人
に
応
じ
た
仕
事
は
必
ず
あ

る
は
ず
で
あ
る
﹂
と
ご
自
身
の
体
験
談

と
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
話
し
ま
し
た
。

　

清
水
市
長
は
﹁
障
が
い
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
、
普
通
に
接
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
人
に
は
、
得
意
・
不
得

意
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
よ
り
得
意
な
こ

と
を
伸
ば
し
て
も
ら
い
た
い
。今
後
も
、

障
が
い
者
の
た
め
の
支
援
活
動
を
応
援

し
た
い
﹂
と
述
べ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
障
が
い
者
が
暮
ら
し
や
す

い
社
会
を
目
指
し
、
障
が
い
者
支
援
活

動
を
行
う
団
体
な
ど
を
応
援
し
て
い
き

ま
す
。

　

髙
栁
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
に
ご
尽
力
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ
り
、

こ
の
た
び
、
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

武
田
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
防
衛
業
務
に
ご
尽
力
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ
り
、

こ
の
た
び
、
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

髙
たか

栁
やなぎ

　芳芳芳
よし

久
ひさ

　さん
（新谷）

元大洲市収入役

武田　芳
よし

德
のり

　さん
（田口）

元１等陸尉
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大
洲
市
は
、
３
月
29
日（
木
）に
瀬
戸

内
海
沿
岸
地
域
の
27
市
町
村
の
瀬
戸
内・

海
の
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
協
議
会（
通

称
：
海
ネ
ッ
ト
）
の
会
員
と
﹁
瀬
戸
内
・

海
の
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
災
害
時
相
互
応

援
に
関
す
る
協
定
﹂
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
海
ネ
ッ
ト
共
助
会
員

の
地
域
に
お
い
て
、
地
震
な
ど
の
災
害

が
発
生
し
、
被
災
会
員
独
自
で
は
十
分

な
応
急
対
応
が
で
き
な
い
場
合
に
、
主

に
海
の
路
を
介
し
た
連
携
を
図
る
こ
と

「
瀬
戸
内
・
海
の
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
災
害
時

相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」
締
結

で
、
相
互
に
救
援
協
力
し
、
被
災
会
員

の
応
急
お
よ
び
復
旧
対
策
を
円
滑
に
遂

行
す
る
こ
と
を
目
的
に
締
結
す
る
も
の

で
す
。
主
な
応
援
の
種
類
と
し
て
、
応

急
対
策
並
び
に
応
急
復
旧
に
必
要
な
資

機
材
お
よ
び
物
資
の
提
供
、
職
員
の
派

遣
、
被
災
傷
者
な
ど
の
受
け
入
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
中
国
地
方
整
備

局
港
湾
空
港
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

おおずニュース

　
﹁
避
難
所
施
設
利
用
に
関
す
る
協

定
﹂
の
締
結
が
５
月
29
日（
火
）、
大
洲

市
と
国
立
大
洲
青
少
年
交
流
の
家
と
の

間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
大
規
模
災
害
発
生
時

の
避
難
者
の
収
容
や
災
害
対
策
要
員
の

宿
泊
施
設
な
ど
と
し
て
、
国
立
大
洲
青

少
年
交
流
の
家
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
市
内
外
か
ら
の
災
害
対
策
要
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
受
入
先
を
確
保

し
、
災
害
復
旧
・
復
興
業
務
を
安
定
的

に
行
え
る
体
制
を
整
え
る
た
め
の
も
の

で
す
。

　

締
結
に
先
立
ち
、
清
水
市
長
は
﹁
昨

年
の
大
震
災
で
も
分
か
る
よ
う
に
、
日

本
は
災
害
の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
常

避
難
所
施
設
利
用
に
関
す
る
協
定
の
締
結

に
、
何
が
起
き
る
か
と
い
う
想
定
を
怠

ら
ず
、
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
市
民
の
安
全
を
確

保
で
き
る
よ
う
に
、
頑
張
っ
て
い
く
﹂

と
今
後
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
国
立
大
洲
青
少
年
交
流
の

家
の
松
岡
孝た
か

次つ
ぐ

所
長
は
﹁
災
害
が
起
き

た
場
合
に
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
避

難
が
最
優
先
に
な
る
。
そ
の
時
に
、
食

や
住
が
き
ち
ん
と
で
き
る
場
所
と
な
る

よ
う
に
努
め
る
﹂
と
話
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
協
定
締
結
の
署
名
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
大
洲
市
で
は
、
今
後
も
市

民
の
み
な
さ
ん
の
安
全
を
第
一
に
、
多

方
面
で
の
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

【協定に署名】
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